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Chapter ８ コージェネレーション設備の入力 
 
 
1. コージェネレーションシステム入力シート 
 
 本章では、エネルギー利用効率化設備の１つであるコージェネレーション設備の評価方法を解説する。
評価の対象となるコージェネレーション設備は次のように定義されている。 
• 単一または複数のエネルギー資源から、電力及び有効な熱を同時に発生させ、供給できる設備。

ただし、発電機能付きガスヒートポンプ冷暖房機は、空気調和設備として評価対象とする。 
 
 コージェネレーション設備の省エネルギー効果を評価するためには、コージェネレーション設備の仕
様が記載されている図面や別途実施した詳細計算の結果を基に、発電効率や排熱回収率等を「様式 7-2.
（効率化）『コージェネレーションシステム入力シート』」に入力する必要がある。ただし、審査や検査の
簡略化のため、この様式 7-2 を作成せず、コージェネレーション設備がないものとして審査・検査を受
けることも可能である。この場合は、コージェネレーション設備による省エネルギー効果は設計一次エ
ネルギー消費量に一切反映されない。 
 
 エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）において、入力対象とできるコージェネレーション設
備は次の通りとする。ここで規定したもの以外は入力対象外とし、設置されていないものとして評価を
する。 
1) ガスエンジンタイプで排熱を温水で取り出すもの。 

Ø 排熱を蒸気で取り出すものについては、温水を取り出すものとみなして計算してもよいことと
する。 

Ø ガスタービン、燃料電池、ディーゼルエンジンは入力対象外とする。 
2) 複数台設置の場合、同機種、同容量のもの。 

Ø 複数の機種及び容量が混在する場合は、代表的な１機種、１容量のみを選択して入力してもよ
いこととする。 

3) 複数台設置の場合、同一系統に対して電気・熱が供給されるもの。 
Ø 複数系統に対して電気・熱が供給される場合は、代表的な系統を 1 つ選択し、その系統に電

気・熱を供給するコージェネレーション設備のみを入力してもよいこととする。 
4) 発電電力及び発生排熱が全て自家消費されるもの。 

Ø 発電電力、発生排熱が外部に供給される場合は、全て自家消費するシステムとして評価しても
よいこととする（発電量は電力需要以下で制御され、余剰排熱は放熱するとして計算される）。 

5) 電主運転の制御がなされるもの。 
Ø 熱主運転の場合は、電主運転とみなして評価してもよいこととする。 

6) 排熱利用先が、省エネルギー基準における一次エネルギー消費性能の評価対象であるもの。 
Ø 融雪及び凍結防止用、循環加温用（浴場施設、温水プール）、雑用水利用（食洗器、洗濯機用等）
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など、エネルギー消費性能の評価対象外の設備に排熱を供給する場合は、これらには排熱が供
給されないものとして評価してもよいこととする。 

 
（1）．コージェネレーションシステム入力シートの様式 
 様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』を図 8-1-1 に示す。このシートは Ver.1 から
変更はない。 
 
様式 7-2（効率化）コージェネレーションシステム入力シート 

 

図 8-1-1 様式 7-2（効率化）『コージェネレーションシステム入力シート』 
 
（2）．コージェネレーションシステム入力シートの入力項目と入力方法 
 様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』の入力項目と入力方法を次に示す。なお、各入
力項目の前にある丸数字は、図 8-1-1 の最上部にある丸数字と対応している。 
 
①：コージェネレーションシステム名称 
・	 コージェネレーションシステムの名称を文字列で入力する。なお、エネルギー消費性能計算プログ

ラム（非住宅版）では、この名称で各システムを識別しているため、名称の重複がないように入力す
ること。 

 
②：年間電力需要（空調、換気、照明、給湯、昇降機、その他） 
・	 各設備の設計一次エネルギー消費量計算の過程で出力される年間電力需要を入力する。単位は

MWhである。 
・	 様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』以外をアップロードして計算を実行すれば、

図 8-1-2 に示す方法で年間電力需要（二次エネルギー消費量）を確認できる。これらの値を転記す
る。 
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図 8-1-2 エネルギー消費計算プログラム（非住宅版）における年間電力需要の確認方法 
 
 
③：機器名称 
・	 コージェネレーション機器の名称を任意の文字列で入力する。 
一つのコージェネレーションシステムに複数台のコージェネレーション機器がある場合は、コージェネ
レーション機器名称を並べて記し、一番上の機器についてのみシステム名称と年間電力需要を入力し、
他の機器についてはこれらを空欄とする。 
 
④⑤⑥⑦⑧⑨：発電効率、排熱回収率、発電依存率、有効熱利用率、有効排熱量の冷熱利用比、温水吸収
冷凍機または排熱投入型冷温水機の成績係数 
・	 これらの値は、別途 CASCADEⅢ（公益社団法人空気調和・衛生工学会）等のシミュレーションに

よるエネルギー計算により値を求めて記入する（次項参照）。 
 
⑩：備考 
・	 入力時のメモ欄であり、計算には使用されないため、入力は任意である。 
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（3）．CASCADE Ⅲ の使用方法（参考） 
 CASCADEⅢを利用して、コージェネレーションシステムの評価を行う方法を示す。なお、
CASCADEⅢでは、次のシステムも計算が可能であるが、その計算結果をエネルギー消費性能計算プロ
グラム（非住宅版）に使用することはできないものとする。 

Ø ガスタービン、燃料電池を有するシステム 
Ø 逆潮流制御を行うシステム 
Ø 熱主運転を行うシステム 

 
 CASCADEⅢを利用する場合のフローを図 8-1-3 に示す。評価は次の３つのステップで行う。 
A. エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）での事前計算（前項(２)②参照） 
設計図書の内容をもとに、コージェネレーションが無い状態で一旦計算を行う（様式 7-2『コー
ジェネレーションシステム入力シート』以外の入力シートをアップロードする）。得られた結果か
ら、年間電力需要を空調・換気・照明・給湯・昇降機・その他別に取得し、様式 7-2『コージェ
ネレーションシステム入力シート』に入力する。 

B. CASCADEⅢでの計算 
設計図書の内容をもとに CASCADEⅢの計算条件の設定を行い、計算を行う。設定した条件、得
られた結果を様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』に入力する。 

C. エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）での再計算 
様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』を含めて再度エネルギー消費性能計算プ
ログラム（非住宅版）で計算を行い、評価結果を得る。 

 
 

 
 

図 8-1-3 CASCADEⅢを利用する場合の計算フロー 
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1) メインメニュー 
 ［メインメニュー］では、計算条件の入力・設定から計算の実行、結果の確認まで各操作を実施する画
面に移ることができる（図 8-1-4）。コージェネレーションシステムの仕様を入力した後、［計算実行>>
計算結果］をクリックすると計算が実行される。[名前を付けて保存]で、計算条件や計算結果を保存する
ことができる。 
 

 
図 8-1-4 CASCADEⅢ メインメニュー 

 
・	 ［建物条件］では、業種・延床面積を入力し、想定負荷を作成する。実負荷データやユーザーパタ

ーンは使用しないこと。 
・	 ［システム条件］では、導入するシステムの仕様（機種・容量・台数等）を入力する。 
・	 ［機器効率］には、各種コージェネレーションの 25％、50％、75％、100％負荷時の発電効率、

熱回収効率、各種熱源機器の COP のデフォルト値が表示されている。これらについては、原則デ
フォルト値を用いること。 

・	 ［設備費・運転費］、［電力契約種別料金］、［環境性・一次エネルギー原単位］は、エネルギー消費
性能計算プログラム（非住宅版）の計算結果には影響を与えない項目である。 
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2) 建物条件 
 ［建物条件］では、負荷条件を決定するために、建物用途の設定等を行う（図 8-1-5、表 8-1-1）。 
 

 
図 8-1-5 CASCADEⅢ [建物条件] 

 
表 8-1-1 CASCADEⅢ [建物条件] 入力方法 

入力項目 単位等 入力 説明 

(2)-1 
単一用途建物

の業種 

業種 ― 〇 

・「事務所」（事務所、学校、幼稚園、大学、講堂、集会所（体育

館）、工場等）、「ホテル」（ビジネスホテル、シティホテル、集

会所（公衆浴場）等）、「病院」（総合病院、福祉施設、クリニッ

ク等）、「店舗」（大規模物販、小規模物販、飲食店、集会所（映

画館）等）、「スポーツ」から選択をする。 

・CGSが利用される主要な用途を設計図書に明記し、選択する。 

・ユーザーパターンの使用は禁止する。 

延床面積 m2 〇 

・設計図書に明記し、延床面積を入力する。ただし、建築物省エネ

法において評価の対象とならない室（物品等を生産するための室、

防災、安全、防犯、避難及びその他特殊な用途のための室等）の床

面積は算入する必要はない。 

(2)-2 複合用途建物の業種 ― 〇 

・ CGSが複数用途で利用される場合合成を行ってもよい。この場

合業種毎の延床面積が必要。これらを設計図書に明記する。 

・ユーザーパターンの使用は禁止する。 

(2)-3 実負荷データを利用 ― × ・選択を禁止する。 

※ 「入力」欄： 〇入力必要、△原則デフォルト値を用いる、×変更不可 
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3) システム条件 
 ［システム条件］では、コージェネレーションシステムの仕様等の入力を行う（図 8-1-6、表 8-1-2）。 
 

 
図 8-1-6 CASCADEⅢ [システム条件] 

 
表 8-1-2 CASCADEⅢ [システム条件] 入力方法 

入力項目 単位等 入力 説明 

(3)-1 発電機機種 ― 〇 

・ガスエンジン（300kW未満）、ガスエンジン（300kW以上）、

ジェネライトから選択する 

・25ｋW、35ｋW はジェネライトではなく、ガスエンジン

（300kW未満）を選択する 

(3)-2 容量・台数 
容量 kW 〇 ・同機種の設備の単機容量を入力する 

台数 台 〇 ・同機種、同容量の設備の台数を入力する 

(3)-3 買電制御電力 ％ △ 
・ピーク負荷に対する最低売電力の比率であり、原則５％とする 

・異なる数値を入力する場合は根拠を設計図書に明記する 

(3)-4 自家発補給電力 台 〇 
・発電機１台分とする（実態にあわせてもよい） （省エネ性に関

係ない） 

(3)-5 発電機運転形態 ― 〇 ・「電力負荷追従運転（逆潮流運転 不可）」のみ選択可能とする 

(3)-6 発電機最高負荷率 ％ △ 
・原則 100％とする 

・異なる数値を入力する場合は、設計図書に根拠を明記する 

 



 
 

120 

表 8-1-2 CASCADEⅢ [システム条件] 入力方法（続き） 

入力項目 単位等 入力 説明 

(3)-7 発電機最低負荷率 ％ △ 

・原則 30％とする（容量に対して 30％以下の電力需要の場合停

止する） 

・異なる数値を入力する場合は、設計図書に根拠を明記する 

(3)-8 補機動力電力消費量 ％ △ 
・発電機容量に対する比率であり、原則5％とする 

・5％未満の数値を用いる場合は、設計図書に根拠を明記する 

(3)-9 貯湯槽 

容量 ｍ3 △ 
・原則 0とする 

・異なる数値を場合は、設計図書に根拠を明記する 

台数 台 △ 
・原則 0とする 

・異なる数値を場合は、設計図書に根拠を明記する 

貯湯効率 ％ × ・100％で固定する 

(3)-10 
排熱優先順

位 

給湯 1,2,3,0 〇 ・設計図書で明記し、順位を入力する 

暖房 1,2,3,0 〇 ・設計図書で明記し、順位を入力する 

冷房 1,2,3,0 〇 ・設計図書で明記し、順位を入力する 

(3)-11 
冷房への排

熱機用機器 

ジェネリン

クの選択 
1,0 〇 

・設計図書で明記し、1ジェネリンク、0温吸のいずれかを入力す

る 

排熱投入率 ％ △ 

・負荷率 100％における冷凍能力に対する排熱投入可能能力を示

し、原則15％とする 

・異なる数値を用いる場合は、設計図書に根拠を明記する 

(3)-12 
CGS 運転時

間 

○時から 時 〇 ・設計図書に明記し、入力する（未定の場合は9時とする） 

○時まで 時 〇 ・設計図書に明記し、入力する（未定の場合は18時とする） 

(3)-13 
土曜・休日運

転 

土曜 1,0 〇 
・土曜日運転の場合、設計図書に明記し、１を入力する（未定の場

合は0とする） 

休日 1,0 〇 
・休日運転の場合、設計図書に明記し、１を入力する（未定の場合

は0とする） 

(3)-14 
GT 吸気温度

補正 

吸気温度補

正 
1,0 × ・選択しない（ガスタービン、マイクロガスタービンのみ選択可） 

○時から 時 × ・選択しない（ガスタービン、マイクロガスタービンのみ選択可） 

○時まで 時 × ・選択しない（ガスタービン、マイクロガスタービンのみ選択可） 

(3)-15 点検月 月 × ・選択しない（ガスタービン、マイクロガスタービンのみ選択可） 

(3)-16 比較システム ― ― ・不問 （実態にあわせガス冷温水機＋給湯ボイラなどを選択する） 

※ 「入力」欄： 〇入力必要、△原則デフォルト値を用いる、×変更不可 
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4) 機器効率 
 ［機器効率］では、コージェネレーションユニット等の機器効率の入力を行う（図 8-1-7、表 8-1-3）。 
 

 
図 8-1-7 CASCADEⅢ [機器効率] 
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表 8-1-3 CASCADEⅢ [機器効率] 入力方法 

入力項目 単位等 入力 説明 

(4)-1 発電効率 

機器負荷率 

100% 
％ △ 

・ガスエンジン（300kW未満）、ガスエンジン（300kW以

上）、ジェネライト其々で機器負荷率100％、75％、50％、

25％時の発電効率が設定されており、原則デフォルト値を用い

る。 

・異なる数値を入力する場合は根拠を設計図書に明記する。この場

合、100％、75％、50％、25％負荷時の4点の効率値すべて

仕様値で置き換えること。部分的な置き換えを行ってはならない 

・２５ｋW 、３５ｋWはジェネライトではなく、ガスエンジン

（300kW未満）を選択すること 

75% ％ △ 

50% ％ △ 

25% ％ △ 

(4)-２ 熱回収効率 

機器負荷率 

100% 
％ △ 

・ガスエンジン（300kW未満）、ガスエンジン（300kW以

上）、ジェネライト其々で機器負荷率100％、75％、50％、

25％時の熱回収効率が設定されており、原則デフォルト値を用い

る。 

・異なる数値を入力する場合は根拠を設計図書に明記する。この場

合、100％、75％、50％、25％負荷時の4点の効率値すべて

仕様値で置き換えること。部分的な置き換えを行ってはならない 

・２５ｋW 、３５ｋWはジェネライトではなく、ガスエンジン

（300kW未満）を選択すること 

75% ％ △ 

50% ％ △ 

25% ％ △ 

(4)-３ 
補助熱源及び 

比較システムCOP 
無次元 △ 

・ガス冷温水機、温水吸収式冷凍機、蒸気吸収式冷凍機、ターボ冷

凍機、ボイラ、ジェネリンク、空冷ヒートポンプ其々で COP が設

定されており、原則デフォルト値を用いる。 

・異なる数値を入力する場合は根拠を設計図書に明記する 

(4)-４ 
補助熱源及び 

比較システム補正率 
無次元 × 

・ガス冷温水機、温水吸収式冷凍機、蒸気吸収式冷凍機、ターボ冷

凍機、ボイラ、ジェネリンク、空冷ヒートポンプ其々で1.00 に設

定されており、1.00 で固定する。 

※ 「入力」欄： 〇入力必要、△原則デフォルト値を用いる、×変更不可 
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5) その他の設定 
 CASCADEⅢでは、[設備費・運転費]、[電力契約種別料金]、[環境性・一次エネルギー原単位]の設定
を行うことができるが、これらの入力はエネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）の計算結果には
影響しない項目である（図 8-1-8）。 
 

    

 
 

図 8-1-8 CASCADEⅢ [設備費・運転費]、[電力契約種別料金]、[環境性・一次エネルギー原単位] 
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6) 計算結果 
 ［計算実行>>計算結果］をクリックすると[計算結果］画面へと移る。画面の上半分は設定した「計算
条件」の再掲で、下半分に計算結果が表示される。このうち、排熱利用率（（6）-1）、CGS依存率（電
力）（（6）-2）を基に、様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』を作成する（図 8-1-9）。  

 
図 8-1-9 CASCADEⅢ [計算結果 まとめ] 

 
 [計算結果］画面にて［月別計算シート］を選択すると、月毎の CGS発電量、買電量、売電量、CGS
排熱回収量、排熱利用量、運転時間、総合効率、ガス消費量と補助システムのガス使用量が表示される。
このうち、排熱利用量合計の年間合計値（（7）-1）、排熱利用量（冷房利用）の年間合計値（（7）-2）を
基に、様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』を作成する（図 8-1-10）。 
 

 
図 8-1-10 CASCADEⅢ [計算結果 月別計算シート] 
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7) 入力シートの作成方法 
 様式 7-2『コージェネレーションシステム入力シート』の入力項目と入力方法を次に示す。なお、各入
力項目の前にある丸数字は、図 8-1-1 の最上部にある丸数字と対応している。 
 
④：発電効率 
・	 (4)-1 の機器負荷率 100％時の発電効率（LHV基準）を HHV基準に換算（×0.9）した値を入力

する。 
 
⑤：排熱回収率 
・	 (4)-2 の機器負荷率 100％時の熱回収効率（LHV基準）を HHV基準に換算（×0.9）した値を入

力する。 
 
⑥：発電依存率 
・	 (6)-2 の CGS 依存率（電力）を入力する。 
 
⑦：有効熱利用率 
・	 (6)-1 の排熱利用率を入力する。 
 
⑧：有効排熱量の冷熱利用比 
・	 (7)-2 の排熱利用量（冷房利用）の年間合計値を(7)-1 の排熱利用量合計の年間合計値で割った値を

入力する。 
 
⑨：温水吸収冷凍機または排熱投入型冷温水機の成績係数 
・	 (4)-3 の温水吸収式冷凍機またはジェネリンク（冷房・排熱利用時）の COPを入力する。 
 
8) 設計図書に記載が必要な情報 
・	 次の項目については、必ず設計図書に記載が必要である。 

Ø 建築物の主要な用途、延床面積、発電機機種・容量・台数、排熱利用優先順位（給湯、暖房、
冷房）、冷房への排熱利用機器の機種（ジェネリンク、温水吸収式冷凍機） 

・	 次の項目については、必ず設計図書に記載が必要であるが、未定の場合は、設計図書に「未定」と
記し、計算の際には指定の数値を入力する。 
Ø コージェネ運転開始・停止時間、土曜日・休日（日曜・祝日）の運転有無 

・	 次の項目については、必要に応じて設計図書に記載する。 
Ø 買電制御電（ピーク負荷に対する最低売電力の比率）、発電機最高負荷率、発電機最低負荷率、

補機動力電力消費量、貯湯槽容量・台数、冷房への排熱利用機器の排熱投入率、発電効率（機
器負荷率 100％、75％、50％、25％）、熱回収効率（100％、75％、50％、25％）、補
助熱源及び比較システムの COP 
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